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平成２５年度事業計画総括 
 

本学会は創立７０年を過ぎ，新たな目標に向かって公益社団法人としての活動をよりいっそう推し進めて行かね

ばならない．医療技術分野において放射線技術学の進歩発展を掲げる本学会の果たす役割はますます重要になって

きており，医学，医学物理学や理工学等の幅広い分野の会員の連携ならびに活躍による放射線技術学の進歩発展，

さらには新しい放射線技術学の創成を通して社会に貢献できる学会となるように会務運営に努めたい．また，英語

論文誌「Radiological Physics and Technology」や学術交流ならびに学術大会での国際発表セッション等を通じ

た国際化の推進ならびに教育委員会の活動による専門技術の向上を目指した教育面の充実を柱として放射線技術

学の将来を見据えた事業展開を図っていく．さらに放射線技術学の立場から，福島原発事故に関連した対策を臨機

応変に講ずる．会員の皆さまの一層のご理解とご支援をお願いする次第である． 

 以下に，平成２５年度事業計画の総括を述べる． 

 

１．学術大会の開催；公１ 

 １）総会学術大会の開催 

 第６９回総会学術大会を平成２５年４月１１日(木)～１４日(日)の４日間，杜下淳次大会長のもとでパシフ

ィコ横浜会議センター他でＪＲＣの運営により日本医学放射線学会総会，日本医学物理学会学術大会ならびに

国際医用画像総合展との併催で開催する． 

  また，第７０回総会学術大会を江口陽一大会長のもとで，平成２６年４月に開催（パシフィコ横浜会議セ 

ンター 他）に向け準備を進める． 

 ２）秋季学術大会の開催 

 第４１回秋季学術大会を平成２５年１０月１７日(木)～１９日(土)の３日間，橋田昌弘大会長のもとアクロ

ス福岡においてＪＲＣの共催を得て開催する． 

 ３）専門分科会の開催 

７つの専門分科会が独自の企画で教育プログラム他の内容により，春秋の学術大会にジョイントして分科会

を開催する．会員の国際化を目的として，海外からの教育講演も積極的に企画していく．また，技術セミナー，

研修会等の開催の他，学術委員会，教育委員会，地方部会等との共催事業や講師派遣等の学術活動も行う． 

 ４）地方部会事業への支援 

   地方部会と学術委員会，教育委員会，専門分科会が協力して学術講演会の開催や研修会等を実施し，地域に

おける学術活動を活性化させていく． 

 ５）公開シンポジウム・公開講座の開催 

   公益法人としての事業の一環として，また本学会の学術領域を社会にＰＲする目的で今年度は３回（京都市、

福岡市、福島市）開催する． 

 ６）セミナー等の開催 

   教育委員会，専門分科会，地方部会の協力のもとに，各種セミナー等を開催する． 

 

２．学会誌・刊行物の発刊；公２ 

１）学会誌 

学会誌第６９巻第１号～第６９巻第１２号の１２冊を毎月２０日に定期発刊する．その中で論文特集号  

（第６９巻１１号｢頭頸部領域関連論文｣関連）も組み込む．オンライン投稿査読新システムの活用で継続し

て審査期間の短縮，掲載の迅速化に努める．また，学術研究発表から論文化への推進を行い投稿論文の増加推

進に努める．電子ジャーナルの発行を行う． 

 ２）英語論文誌 

   第６巻２号を平成２５年７月２０日に，第７巻１号を平成２６年１月２０日に発行の予定で，会員の積極的

な投稿を喚起する．これらの論文は冊子体として会員に届ける以外に，受理されるごとに順次電子ジャーナル

として掲載し，インターネットを通じて速く広く公開する．第６９回総会学術大会で土井賞表彰式ならびに受
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賞者講演を開催する． 

 ３）出版活動 

放射線医療技術学叢書の発刊および増刷，放射線技術学教育関連図書の発刊の他，既出版物の販売促進も図

る．  

 

３．委員会活動と一般事業 

１）企画委員会；共通 

  学会の組織改革について引き続き検討をおこなう．また，読影補助に関する学会の基本方針を策定するとと

もに国際化に向けた要望を提示する． 

２）学術委員会；公１、公３ 

  学術調査研究班（１０班）ならびに市民参加の公開シンポジウム等を開催する．医療安全対策小委員会はフ

ォーラムの開催，医療安全実態再調査の実施ならびに医療事故防止のための医療事故等の警鐘事例に関する広

報宣伝の強化を図る．プログラム小委員会は，国際化に向けての学術大会の質の向上について検討を行う．ま

た，第４１回秋季学術大会，第７０回総会学術大会の演題発表に関する企画およびプログラム編成を行い，予

稿集を完成させる． 

３）教育委員会；公１、公３ 

  第６９回総会学術大会および第４１回秋季学術大会時に「Eシラバス」に則った「専門講座」および「入門講座」の実施

ならびにE-learning システムの定着化を図る．また，各種セミナー・研修会等を開催する． 

４）学術交流委員会；公５ 

 関連学協会および団体と積極的な交流を図るとともに，海外短期留学生の派遣，国際研究集会への派遣，海

外研修への派遣等を継続して行う．また，中華医学会影像技術学会と大韓放射線科学会の学術交流関係を継続

し，一般会員相互の交流に発展するよう努力する．関係法令等検討小委員会は，放射線管理フォーラムの開催，

関係法令の改正および医療現場の対応に関する動向調査・検討を行う．標準化小員会は，関連省庁，JIRA と

協力し、医療画像機器の安全・性能・品質保証に係る標準化事業を推進する．医療情報関連小員会は関連学会

および諸団体と連携を図り，主として標準化に係る規格・コード・ガイドライン等について協議，策定を行う． 

５）表彰委員会；公４ 

  表彰規定に基づく各賞受賞候補者の選考ならびに関係省庁，関連団体被表彰者の推薦を行う． 

６）広報委員会；公２ 

学会事業ならびに放射線技術学に関係する事柄の学会内外への広報ならびにホームページに係る更新・運営

等を行う． 

７）総務委員会；共通 

  総務・庶務に関わる事業の円滑運営が図れるよう，管理業務の統括と事務局運営の合理化について検討する．

また，会員カードシステムのスムーズな運営ならびに安定したウェブ会議システムの検討ならびに導入を行う． 

８）選挙管理委員会；法人 

  平成２７・２８年度代議員選挙ならびに役員定数選出選挙の検討を行う． 

９）倫理審査委員会；共通 

  学会事業および学術活動に対する倫理上の問題について対応する. 

１０）将来構想特別委員会；共通 

公益法人として新たに出発した学会としての将来像を構築するために，学会の現状分析ならびに各部門から

だされた意見の集約を行い答申する． 

１１）国際化特別委員会；共通 

  国際交流をバックアップする学会の基本方針（国際化に向けたグランドデザインを策定するなど）を明確化す

る． 

 

４．その他；公５ 

(１) ＪＲＣ理事会に役員を派遣し，学術大会の開催企画に参画する． 
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(２) 教育機関，関連学協会との一層の連携を図っていく． 

(３) 日本診療放射線技師会と共催にて第７回公開合同セミナーを８月（予定）に開催する． 

 


